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目的・希望を持って入学



「はたらきたい」を「はたらく」へ

　職業的自立と社会参加をめざした職業教育充実事業

【目標】

・ 就職希望者の就職実現率９０％　

　以上をめざす。

・ 就職率３０％達成をめざす。







福祉施設等



　

一般企業

　



  高等部分教室

保健・医療、　　　　福祉、労働部局　　　　　　　　 や産業界等との連携

特別支援学校（高等部）

高等養護学校

し

ご

と

総

合

科

【課題】　

・生徒の働く意欲を向上させ、就職をめざす生徒を増やす。

・働くために基礎となる力（知識、技能、体力、マナー等）を身に付けさせる。





Ｒ３年度（2021年度）

 ○新学習指導要領を踏まえた職業学科

　　「しごと総合科」、コース別教育課程の　

　　充実

  ○職業コース等の設置に向けた研究結

　　 果に基づく具体化の推進

　

　Ｒ４年度（2022年度）以降

　○教育課程の改善（カリキュラムマネジメント）　　　

　　 を図りながら社会的・職業的自立をめざす職　

　　 業教育の充実

　○障害の重度化や多様化に対応した教育課程　　　

　　  の充実





特別支援学校の職業教育を

応援する企業の登録制度

・特別支援学校と連携する企業の拡大

・見学先や実習先、就職先の拡大





・企業訪問による

　実習先や就職先の拡大

・しがしごと応援団の活用促進

４　就労アドバイザーの配置



１人ひとりの子どもが自らの障害に応じて

社会的・職業的に自立する

・就職にむけた生徒・保護者　　

　への就労アドバイス

【現状】



○高等部卒業生の就職率  徐々に向上しているが全国より低い

　　　　

　　





○高等部３年生の就職実現率　

　　　　　　















・企業と連携した検定実施

→ 検定の実務性と有効性を担保



・具体的な目標の設定

・客観的な評価・助言

→ 生徒の働く意欲のさらなる向上

１　しがしごと検定

企業の知見を生かした

授業改善の推進

・協力企業を招いての授業公開と

  意見交換会

・ＰＤＣＡサイクルによる授業改善











コース制の実施

・しがしごと検定運営補助

・教育内容の充実にむけての

  助言

２　しがしごと応援団

　

①　企業の知見を生かした授業改善の推進

　　 →協力企業を招いて授業公開・意見交換会



３　社会的・職業的自立に向けた教育課程の研究

②　職業教育に関する教育課程の研究

　　  →職業教育を中心とする教育課程の充実



職業コース

等

生活技能

コース等

※

※R1年度卒から、有期雇用労働者のうち雇用期間が１年以上かつフルタイム勤務相当の仕事に就くことを「就職者」と変更。
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